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遠別町長

　笹　川　洸　志

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
、
町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
遠
別
町
の
令
和
６
年
は
「
遠
別
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
」
が
完
成
し
、
４
月
に
供
用
開
始
予
定

で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
医
師
確
保
を
含
め
、
医
療
体
制
の
構
築
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
合
わ
せ
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
の
経
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
「
え
ん
べ
つ
」
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
早
期
に
方
向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
遠
別
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
「
と
ん
が
り
か
ん
」
を
児
童
遊
戯
施
設
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
４
月
に
開
館
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
道
の
駅
「
え
ん
べ
つ
富
士
見
」

と
合
わ
せ
て
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
人
口
の
増
加
に
繋
が
れ
ば
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
の
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
（
水
稲
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
下
旬
以
降
の
記
録
的

な
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
、
平
均
反
収
９
・
６
俵
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
、
１
・
２
俵
下
回
る
収
穫
と

な
り
ま
し
た
。
漁
業
に
お
い
て
は
、
海
水
温
の
影
響
等
に
よ
り
、
秋
鮭
等
は
計
画
を
下
回
る
水
揚
げ

と
な
っ
た
も
の
の
、
主
力
の
ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
で
は
中
国
に
対
し
て
の
輸
出
の
影
響
は
少
な
く
、
全

体
で
過
去
最
高
の
水
揚
げ
額
を
更
新
す
る
好
調
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
り
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
で
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
で

町
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
町
民
の
生
活
を
支
え
る
施
策
を
優
先
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、「
第
６
期
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
残
さ
れ
た
期
間
で
計
画
を
見
据

え
つ
つ
、「
孫
・
子
に
残
せ
る
遠
別
」
の
実
現
を
目
指
し
、
着
実
に
町
政
を
執
行
し
て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
が
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
本
年
も
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
新
年
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
春
を
皆
様
と
と
も
に
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
の
運
営
な
ら
び
に
活
動
に
対
し
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
昨
年
の
５
月
か
ら
新
し
い
顔
ぶ
れ
と
な
っ
て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
は
、
は
か
ら
ず
も
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
７
ケ
月
間
で
そ
の
使
命
の
重
大
さ

を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
議
会
に
対
す
る
温
か

い
ご
支
援
・
ご
助
言
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
記
録
的
な
豪
雨
や
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
、
毎
年

日
本
の
ど
こ
か
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
遠
別
町
に
お
い
て
も
８
月
に
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
に
な
い
暑
い
夏
と
な
り
、
農
業
や
漁
業
に
お
い
て
影
響
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
加
え
て
資
材
や
飼
料
等
の
高
騰
で
経
営
が
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
る
集
中
豪
雨
や
台
風
の
大
型
化
が

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
遠
別
町
に
お
い
て
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
な
く
、
豊
作
・
豊
漁

の
年
と
な
り
町
民
全
員
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
年
と
な
る
よ
う
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
内
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
な
っ
た
事
を
受
け
、
各
行
事
も
再

開
さ
れ
て
き
て
お
り
、
町
内
に
賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
し
い
体
制
で
の
２
年
目
を
迎
え
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
声
を
行

政
に
届
け
、
議
会
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
、
遠
別
町
発
展
の
た
め
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

遠別町議会議長

　小　森　嘉　孝
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あ
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つ
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まちの話題まちの話題

　12月３日、町バレーボール協会主催、第49回町民バレー
ボール大会が行われ、各町内会からＡクラス、Ｂクラス合わ
せて１４チームが参加しました。スポーツセンターと小学校
体育館を会場に行わ
れ、選手たちは外の
寒さを吹き飛ばす熱
戦を繰り広げました。

大熱戦！
町民バレーボール大会

　12月2日、なごーみにて社会福祉協議会主催「餅つき交
流会」が行われました。このイベントには幅広い世代の方々
が集まり、食を通して多世代の人たちとの交流を楽しむこと
を目的としています。参加者は実際にもちつきを体験したり、
つきたてのお餅にあんこやきなこをトッピングして様々な味
を楽しんでいました。最後にはあんこもちが配布され笑顔
で持ち帰る姿が見られました。

ぺったんぺったん！
町社会福祉協議会　もちつき交流会

　12月11日、遠別中学校にて「絆づくりメッセージコンクー
ル」に係る表彰式が行われ、受賞した３年　伊藤　日和さ
んと２年　尾洞　翔愛さんが留萌教育局長より表彰状が手
渡されました。このコンクールはより良い人間関係づくりを
呼びかけるメッセージを募集し、思いやりを持って人と接す
る社会の実現に向けた意識の向上を図ることを目的として
います。

よりよい人間関係を目指して
「絆づくりメッセージコンクール」表彰式

　12月13日、遠別町少年消防クラブが防火啓蒙活動して
消防職員と共に市街地を行進しました。ストーブの使用や
空気の乾燥等により火災が発生しやすい時期を迎えるにあ
たり、火災予防意識の向上を図ることを目的としています。
強い風が吹く中、少年消防クラブのメンバーは元気よく声を
出し、拍子木を打ち鳴らしながら町内を回り遠別町の火災
予防意識の向上に貢献しました。

冬も火の用心！
少年消防クラブ防火啓蒙巡回

Ａクラス Ｂクラス
優　勝 3区町内会 5区町内会
準優勝 5区町内会 若葉町内会

ウイエペツ俳句会ウイエペツ俳句会

ほ
ど
ほ
ど
に
忘
れ
て
活
き
て
去
年
今
年

家
　
入
　
麗
　
子

い

労
は
り
て
い
た
だ
き
暮
ら
す
去
年
今
年

加
　
藤
　
数
　
子

い
た賀

状
書
く
取
消
し
多
き
住
所
録

国
　
谷
　
ミ
ツ
エ

両
の
手
に
深
々
含
む
初
茶
の
湯

別
　
段
　
典
　
代

イ
マ
ジ
ン
は
平
和
の
祈
り
凍
て
し
月

家
　
入
　
麗
　
子

い

冬
晴
や
手
品
ゲ
ー
ム
と
慰
安
会

加
　
藤
　
数
　
子

工
事
場
の
旗
振
る
人
は
寒
か
ろ
な

国
　
谷
　
ミ
ツ
エ

断
捨
離
の
冬
服
拾
ひ
手
を
通
す

別
　
段
　
典
　
代

新年句新年句当季雑詠当季雑詠

4



まちの話題まちの話題

　12月22日、幼児センターきらりにてクリスマス会が行
われました。園児たちは装飾されたかわいい帽子をかぶり、
ワクワクした様子で大きなクリスマスツリーを囲みました。
トナカイとサンタクロースが登場し、一人ひとりにプレゼン
トを渡し、園児たちは笑顔で受け取っていました。最後は
園児たちがお礼として歌のプレゼントを贈り、思い出に残
るクリスマス会になりました。

サンタさんが登場！
きらりクリスマス会

　12月25日、るもい農業協同組合（代表理事組合長　長
谷川　裕昭）様が役場町長室を訪れ、鏡餅を寄贈頂きまし
た。米の集荷を無事に終えたことと、来年の豊作を祈願し
て行われている鏡餅の寄贈は毎年の恒例行事となっており、
今年もＪＡるもい産の新米を使った大きな鏡餅が贈られま
した。この鏡餅は、新年を迎えるにあたり役場庁舎１階ロ
ビーに飾られました。ご厚志に感謝いたします。

豊作を願う
るもい農業協同組合鏡餅寄贈

ウイエペツ俳句会ウイエペツ俳句会

ほ
ど
ほ
ど
に
忘
れ
て
活
き
て
去
年
今
年

家
　
入
　
麗
　
子

い

労
は
り
て
い
た
だ
き
暮
ら
す
去
年
今
年

加
　
藤
　
数
　
子

い
た賀

状
書
く
取
消
し
多
き
住
所
録

国
　
谷
　
ミ
ツ
エ

両
の
手
に
深
々
含
む
初
茶
の
湯

別
　
段
　
典
　
代

イ
マ
ジ
ン
は
平
和
の
祈
り
凍
て
し
月

家
　
入
　
麗
　
子

い

冬
晴
や
手
品
ゲ
ー
ム
と
慰
安
会

加
　
藤
　
数
　
子

工
事
場
の
旗
振
る
人
は
寒
か
ろ
な

国
　
谷
　
ミ
ツ
エ

断
捨
離
の
冬
服
拾
ひ
手
を
通
す

別
　
段
　
典
　
代

新年句新年句当季雑詠当季雑詠

5



　新しく広報委員になった
　バーカー・キャメロンさんの企画

「Why Embetsu」です。
　外国出身の方ならではの目線で
遠別町の見え方や魅力を紹介します！

Barker Cameron 
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で
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７
日
、
役
場
一

階
会
議
室
に
お
い
て
北
海
道
知
事
感

謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
留
萌
振
興
局

長
よ
り
笹
川
町
長
へ
知
事
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た

　
町
内
で
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
が
10

月
29
日
を
も
っ
て
連
続
２
，
０
０
０

日
を
達
成
し
、
12
月
７
日
、
役
場
一

階
会
議
室
に
お
い
て
北
海
道
知
事
感

謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
留
萌
振
興
局

長
よ
り
笹
川
町
長
へ
知
事
感
謝
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た

　
笹
川
町
長
は
、「
町
民
の
皆
様
の

交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た

成
果
で
２
０
０
０
日
を
達
成
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
、
留
萌

振
興
局
長
か
ら
は
「
交
通
事
故
が
増

え
る
冬
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
が
３
０
０
０

日
、
４
０
０
０
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取
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を
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と
激
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が
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。
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　みなさん、こんにちは。私はキャメロンです。街で見かけたり、お子さんの英語教室で見かけたことがある方もいらっしゃ　みなさん、こんにちは。私はキャメロンです。街で見かけたり、お子さんの英語教室で見かけたことがある方もいらっしゃ
ると思います。「なぜこの外国人がまだ遠別に住みたがっているのだろう？」と思った方もいらっしゃるでしょう？沢山理由ると思います。「なぜこの外国人がまだ遠別に住みたがっているのだろう？」と思った方もいらっしゃるでしょう？沢山理由
があるのですが今月一つ教えます！  があるのですが今月一つ教えます！  

　まず、　まず、私たちの小さな町で感じる幸せな要因私たちの小さな町で感じる幸せな要因があります。最初に、天候と季節の変化があり、これについてはがあります。最初に、天候と季節の変化があり、これについては
以前にここで議論しました。また、私たちは年間を通じてさまざまな行事や祭りを楽しむ機会があるため、コミュニティ全以前にここで議論しました。また、私たちは年間を通じてさまざまな行事や祭りを楽しむ機会があるため、コミュニティ全
体で共感できる瞬間があります。今年、仮装盆踊りが復活し、それは私の夏のハイライトでした！しかし、私の心に喜び体で共感できる瞬間があります。今年、仮装盆踊りが復活し、それは私の夏のハイライトでした！しかし、私の心に喜び

をもたらすものがもうひとつあります。それはをもたらすものがもうひとつあります。それは建設の音建設の音です！私たちの小さな町では変化が非常に珍しいため、今年はです！私たちの小さな町では変化が非常に珍しいため、今年は
新しい大きな病院だけでなく、複数の住宅とアパートメントビルが建設されているのを見ると、私は非常に嬉しいです。正新しい大きな病院だけでなく、複数の住宅とアパートメントビルが建設されているのを見ると、私は非常に嬉しいです。正
直に言うと、私はそれらの家が誰のものであるのか、アパートメントビルに誰が住むのかを知りません。しかし、それは私直に言うと、私はそれらの家が誰のものであるのか、アパートメントビルに誰が住むのかを知りません。しかし、それは私
にとって、遠別町が消えてしまうわけではなく、私のようにここに住みたいと思っている人々がまだ存在していることを示しにとって、遠別町が消えてしまうわけではなく、私のようにここに住みたいと思っている人々がまだ存在していることを示し
ていると思います。ていると思います。
　私たちが駅やイオン、セブンイレブンのない、小さなコミュニティで生活していると、新たな住民を引き寄せる方法を考え　私たちが駅やイオン、セブンイレブンのない、小さなコミュニティで生活していると、新たな住民を引き寄せる方法を考え
ることは難しいでしょう。私は様々な人から、遠別町のイメージを高めるために何をすべきかと尋ねられてきましたが、私ることは難しいでしょう。私は様々な人から、遠別町のイメージを高めるために何をすべきかと尋ねられてきましたが、私
の答えは常に同じです。遠別町が特別である点に焦点を当てるべきだと思います。遠別町の独自の製品は素晴らしく高品の答えは常に同じです。遠別町が特別である点に焦点を当てるべきだと思います。遠別町の独自の製品は素晴らしく高品

質です。質です。日本最北の米産地日本最北の米産地であるというユニークな特徴を持ち、遠別町沖の水域で捕れるであるというユニークな特徴を持ち、遠別町沖の水域で捕れるホタテホタテは北海道中で使用は北海道中で使用

されています。されています。樹遠大橋からの利尻富士の景色樹遠大橋からの利尻富士の景色は類を見ないもので、は類を見ないもので、美しい大きな公園美しい大きな公園があり、地元の住民があり、地元の住民

と学生によって飼育されていると学生によって飼育されているサフォーク種の羊サフォーク種の羊がいます。また、遠別町の努力家たちによって生産されるがいます。また、遠別町の努力家たちによって生産される素晴らし素晴らし
い農産物い農産物もあります。毎夏、私は花菜夢のオープンを楽しみにしています。野菜が手ごろな価格であるだけでなく、品もあります。毎夏、私は花菜夢のオープンを楽しみにしています。野菜が手ごろな価格であるだけでなく、品
質は店で買えるものよりも優れているからです。質は店で買えるものよりも優れているからです。
　私は他の人に私の見ているものを見てほしいと思っています。しかしながら、窓を閉　私は他の人に私の見ているものを見てほしいと思っています。しかしながら、窓を閉
め、音楽をかけて他の場所に向かう車から小さな町を通り過ぎると、その魅力を見逃め、音楽をかけて他の場所に向かう車から小さな町を通り過ぎると、その魅力を見逃
すことが簡単です。つい最近、遠別町で生まれ育った人と一緒に河川公園を歩いてすことが簡単です。つい最近、遠別町で生まれ育った人と一緒に河川公園を歩いて
いたとき、私は聞こえるすべての鳥の歌についてコメントしました。彼らはまるで初めいたとき、私は聞こえるすべての鳥の歌についてコメントしました。彼らはまるで初め
て聞いたかのように私を見ました。これは、遠別町の美しさを見落としやすいことをて聞いたかのように私を見ました。これは、遠別町の美しさを見落としやすいことを
示す良い例だと思います。示す良い例だと思います。

　これは、これを読んでいるみなさんへの私の懇願です：　これは、これを読んでいるみなさんへの私の懇願です：遠別町を発見してみてください遠別町を発見してみてください。まるで初めてここに来。まるで初めてここに来

たかのように想像してみてください。公園へ散歩に行ってみてください。ビーチで釣りを楽しんでみてください。上遠別にたかのように想像してみてください。公園へ散歩に行ってみてください。ビーチで釣りを楽しんでみてください。上遠別に
車で行って、川と森の音を聞いてみてください。冬にはスノーシューズを履いて森に入って、静寂を楽しんでみてください。車で行って、川と森の音を聞いてみてください。冬にはスノーシューズを履いて森に入って、静寂を楽しんでみてください。
私たちのもち米を食べて、夏には花菜夢を訪れたり、地元の魚を手に入れる方法を見私たちのもち米を食べて、夏には花菜夢を訪れたり、地元の魚を手に入れる方法を見
つけてみてください！そして、田舎の魅力を充分に楽しんだら、札幌や旭川に出かけつけてみてください！そして、田舎の魅力を充分に楽しんだら、札幌や旭川に出かけ
て都会の魅力も味わいながら、わずかなドライブで到達できる静かで平和な場所、美て都会の魅力も味わいながら、わずかなドライブで到達できる静かで平和な場所、美
しい景色、そして交通のストレスのない町が待っていることを思い出してください。しい景色、そして交通のストレスのない町が待っていることを思い出してください。
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ね
ん
き
ん
の
お
知
ら
せ

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～
　

　
　
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病

気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族

の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い

て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構
か
ら

国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま

す
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
　

◆
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の

老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事

故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配

偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い　

○
国
民
年
金
の
保
険
料

　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
及
び
任
意

加
入
被
保
険
者
の
1
カ
月
当
た
り
の
保
険

料
は
１
６
，
５
２
０
円
で
す
（
令
和
５
年

度
）。

○
「
前
納
割
引
制
度
」

　
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い

（
前
納
）
す
る
と
、
割
引
が
適
用
さ
れ
る

の
で
お
ト
ク
で
す
。

○
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

支
払
い

　
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融
機
関

等
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
早
割
（
当
月
末
納
付
）」
や
「
前
納
」
で

納
め
る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

●
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

  

　「
納
付
猶
予
制
度
」　

□
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

□
「
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
本
年
金
機
構　
稚
内
年
金
事
務
所　

℡　
０
１
６
２-

３
２-

１
９
４
１

令
和
５
年
度
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
金
の
ご
案
内

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
の
物
価
高

騰
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
低

所
得
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
に
対

し
、
そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援

を
行
う
観
点
か
ら
、
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
世
帯

・
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
遠
別
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

世
帯
員
全
員
が
令
和
５
年
度
の
住
民
税

が
非
課
税
の
世
帯

※
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
世
帯

で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
課
税
の
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
は
支
給
対
象
外

●
支
給
額

　
対
象
１
世
帯
あ
た
り　
７
万
円

●
手
続
き
方
法

　
対
象
世
帯
に
は
、
案
内
文
書
・
確
認
書

を
送
付
し
ま
す

　
確
認
書
の
記
載
内
容
を
確
認
の
上
、
提

出
先
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
確
認
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
認
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
支
援

金
の
受
け
取
り
を
辞
退
す
る
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
・
ご
相
談
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

遠
別
町
役
場　
福
祉
課 

福
祉
係　

℡　
７-

２
１
１
４

「
遠
別
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

公
表
の
お
し
ら
せ

　
遠
別
町
で
は
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６

年
度
ま
で
の
「
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業

被
害
の
防
止
」
に
つ
い
て
「
遠
別
町
鳥
獣

被
害
防
止
計
画
」
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
な
お
、「
遠
別
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

は
遠
別
町
役
場
経
済
課
農
政
係
で
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
、
遠
別
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

経
済
課
農
政
係　

℡　
０
１
６
３
２-

７-

２
１
４
６
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遠
別
町
不
妊
治
療
等
助
成
事
業
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
遠
別
町
で
は
、
不
妊
治
療
に
お
け
る
経

済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年

度
か
ら
保
険
適
用
に
な
っ
た
体
外
受
精
や

顕
微
授
精
な
ど
の
不
妊
治
療
に
併
せ
て
自

費
で
実
施
さ
れ
る
「
先
進
医
療
」
に
係
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
は
、

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
開
始
し
た
治

療
で
す
。

●
対
象
者

　
先
進
治
療
を
受
け
た
治
療
期
間
の
初
日

に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る

夫
婦
の
う
ち
、
左
記
の
す
べ
て
の
要
件
に

該
当
す
る
方

①
申
請
日
に
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
遠
別
町

に
住
民
票
が
あ
る
方

②
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
。
ま
た
は
事
実

婚
関
係
に
あ
る
方
。

●
助
成
対
象
治
療

　
先
進
医
療
実
施
機
関
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
へ
届
出
ま
た
は
承
認
さ
れ
て
い
る
医

療
機
関
で
行
わ
れ
る
治
療
。

　
（
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
保
健
指
導
係
ま
で
お
問
合
せ
下

さ
い
。）

●
助
成
回
数

　
治
療
期
間
の
初
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢

に
よ
っ
て
、
１
子
ご
と
に
助
成
回
数
が
設

定
さ
れ
ま
す
。

　
40
歳
未
満
：
６
回

　
40
歳
～
43
歳
未
満
：
３
回

　
43
歳
以
上
：
対
象
外

※
１
回
の
治
療
と
は
、
治
療
開
始
か
ら
妊

娠
確
認
等
に
至
る
ま
で
の
診
療
過
程
の

こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
医
師
の
判
断
等

に
基
づ
き
、
治
療
計
画
を
終
了
し
た
場

合
も
含
み
ま
す 

。

●
助
成
額

　
【
治
療
費
助
成
】
先
進
医
療
に
か
か
っ

た
自
己
負
担
額
の
10
分
の
７
と
し
、
３
万

５
千
円
を
上
限
に
助
成
。

※
文
書
料
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
交
通
費
助
成
】
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま

で
の
距
離
に
対
し
て
設
定
さ
れ
た
補
助
基

準
額
に
３
分
の
2
を
か
け
た
額
（
上
限
あ

り
）。
１
回
の
治
療
（
検
査
等
も
含
む
）

に
対
し
て
５
回
ま
で
助
成
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
保
健
指
導
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
申
請
に
必
要
な
書
類
や
申
請

方
法
に
つ
い
て
、
ご
案
内
し
ま
す
。

（
申
請
期
限
は
、
治
療
が
終
了
し
た
年
度

の
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
保
健
指
導
係

警
察
署
か
ら

窓
口
対
応
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
月
～
金
（
平
日
）
※
土
日
祝
日
は
休
み

警
察
署
窓
口

　
９
時
～
16
時
30
分

収
入
証
紙
売
場

　
９
時
～
17
時

運
転
免
許
試
験
所
等
（
平
日
）

　
８
時
45
分
～
16
時
30
分

●
対
象
と
な
る
手
続
き

　
運
転
免
許
諸
関
係
・
車
庫
証
明
・
道
路

使
用
関
係
・
駐
車
許
可
・
安
管
関
係
等

　
銃
砲
刀
剣
類
・
火
薬
類
・
風
俗
営
業
関

係
警
備
業
・
古
物
営
業
関
係
等

●
そ
の
他

　
事
件
・
事
故
・
遺
失
・
拾
得
の
届
出
等

は
今
ま
で
通
り
24
時
間
受
付
し
て
お
り
ま

す
。

　
緊
急
時
は
１
１
０
番
・
相
談
等
は
♯
９

１
１
０
ま
た
は
天
塩
警
察
署
ま
で
ご
連
絡

を
　
℡
０
１
６
３
２-

２-

２
１
１
０

消防支署から

　道内各地でストーブやボイラーの給排気筒が雪で埋まってしま
い、不完全燃焼などを起こし、消防車の出動事案が発生してい
ます。
   次のことに注意をして、 一酸化炭素中毒にならないよう気をつ
けてください。

ストーブやボイラーの給排気筒を確認！ストーブやボイラーの給排気筒を確認！

「対策」
①給排気筒の周辺は、こまめに除雪する！
②給排気筒を定期的に点検・確認する！
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「知ってる？みつばち豆知識」
　働き蜂は文字通り羽化してから寿命がくるまで、群のために働きます。まずは巣箱
内のお掃除から。その後自分の妹、弟達のお世話や巣箱内の温度調整。ミツロウが分
泌できるようになると巣作りに励み、外勤蜂から受け取った蜜を濃縮してハニカムに
貯めます。その時期に花粉も受け取り運搬し、突き固めて貯蔵します。
羽化後半月位から巣の入り口で門番の仕事をした後は、外勤蜂とし
て花蜜や花粉を集める仕事を死ぬまで（夏の寿命は１ヶ月から１ヶ
月半）続けるのです。

　本格的な冬の到来で、蜜蜂達は冬期間を過ごす倉庫内にお引越ししました。今年は初雪がドカッと降って
溶け、またドカッと降る事を繰り返して、いつ倉庫内に蜂を移していいのか迷いました。たまに気温の高い
日が来ると、倉庫内で蜂が巣から出てしまい、戻れずに凍え死んでしまうので、タイミングがとても大事に
なるのです。

　秋が深くなってくると蜂のお世話のペースが夏よりも
ゆったりしてきます。その季節に合わせるように2年に
一度、ミツバチサミットというイベントが行われていま
す。近年はコロナの影響で開催されていませんでしたが、
今年は11月18日～ 20日に開かれました。蜜蜂に関す
る研究発表や、養蜂資材の展示などがあり、最新の養
蜂情報などを知る機会になっています。とても興味深
いイベントなので、お休みを頂いて行って参りました！
前日から千葉入りしてワクワクしていましたが、当日と
んでもない間違いをしてしまいます。国際会議場という
場所で開催されるのですが、スマホで検索して電車に乗
り、会場に着くと「？なんか静か？」…少しの間周りを
観察して、これはまずいと気づきます。確かにそこは国
際会議場ではありますが、電車で１時間ちょっとの所に
も国際会議場なる場所があるらしいのです(-_-;)「国際
ってそんな何個もあるもんじゃないっしょ！」とタカを
括って、正確な所在地を分かっていなかった自分のミス
ですが、土地勘のない場所で迷子になった私の頭は真
っ白に。とにかく早く現場に行かなくては！とスマホで
調べまくり、最速で行けるルートを探して電車に飛び乗
りました。それにしてもなんて国際的な街なんだ(笑)多

数の講演の中、まずは先月号に書いたミツバチヘギイタ
ダニについての講演を聴き、他にも蜂の生産物が、認
知症予防や改善に役立つのでは？という研究発表や、
送粉者（花の受粉を助ける生き物）の生息バランスに
ついての報告などを受講しました。特に北海道に日本蜜
蜂は来ていた。という内容の講演にはビビッときました。
人為的に連れてこられたとはいえ、生態を考えると野生
化した日本蜜蜂が北海道にいるかも？！いつか日本蜜蜂
も飼育してみたいと思っていたので、この情報だけでも
行った甲斐がありました。無粋な話ですが、日本蜜蜂
の蜂蜜は西洋蜜蜂の倍の金額で取引されるそうですよ！
そして空いた時間に合羽橋まで足を伸ばして、ミツロウ
精製用シリコン型も入手で
きました。色々ありましたが、
最新の情報に触れる機会は
とても貴重で価値のあるも
のでした。迷子事件も今と
なっては良い思い出です。

協 力 隊 通 信
第 17 号第 17 号

坪田 幸恵

協力隊員千葉で迷子になるの巻協力隊員千葉で迷子になるの巻

↑ミツロウを精製

購入した型
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括って、正確な所在地を分かっていなかった自分のミス
ですが、土地勘のない場所で迷子になった私の頭は真
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調べまくり、最速で行けるルートを探して電車に飛び乗
りました。それにしてもなんて国際的な街なんだ(笑)多

数の講演の中、まずは先月号に書いたミツバチヘギイタ
ダニについての講演を聴き、他にも蜂の生産物が、認
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送粉者（花の受粉を助ける生き物）の生息バランスに
ついての報告などを受講しました。特に北海道に日本蜜
蜂は来ていた。という内容の講演にはビビッときました。
人為的に連れてこられたとはいえ、生態を考えると野生
化した日本蜜蜂が北海道にいるかも？！いつか日本蜜蜂
も飼育してみたいと思っていたので、この情報だけでも
行った甲斐がありました。無粋な話ですが、日本蜜蜂
の蜂蜜は西洋蜜蜂の倍の金額で取引されるそうですよ！
そして空いた時間に合羽橋まで足を伸ばして、ミツロウ
精製用シリコン型も入手で
きました。色々ありましたが、
最新の情報に触れる機会は
とても貴重で価値のあるも
のでした。迷子事件も今と
なっては良い思い出です。

協 力 隊 通 信
第 17 号第 17 号

坪田 幸恵

協力隊員千葉で迷子になるの巻協力隊員千葉で迷子になるの巻

↑ミツロウを精製

購入した型

社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行

※
再
掲

橋
本　
博
美
さ
ん
（
５　
区
）

清
さ
ん
の
死
去
に
際
し

高
橋　
邦
男
さ
ん
（
緑　
町
）

ヨ
シ
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

佐
藤　
光
一
さ
ん
（
５　
区
）

ミ
ツ
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

小
林　
重
子
さ
ん
（
３　
区
）

輝
男
さ
ん
の
死
去
に
際
し

寺
崎　
　
薫
さ
ん
（
５　
区
）

邦
昭
さ
ん
の
死
去
に
際
し

松
元　
康
平
さ
ん
（
緑　
町
）

怜
愛
さ
ん
の
出
産
祝
返
し
を
廃
止
し
て

松
元　
康
平
さ
ん
（
緑　
町
）

奈
々
さ
ん
の
快
気
祝
返
し
を
廃
止
し
て

ひ
と
の
う
ご
き

▽
お
く
や
み

大
窪　
靜
子
さ
ん
（
81
）（
３
区
）

古
谷　
京
子
さ
ん
（
67
）（
１
区
）

社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行

大
窪　
利
和
さ
ん
（
３　
区
）

靜
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

古
谷　
雅
之
さ
ん
（
天
塩
町
）

京
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

松
本　
一
希
さ
ん
（
２　
区
）

透
依
さ
ん
の
出
産
に
際
し

ご
厚
志
に
感
謝

　
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
（
株
）（
稚
内
市
）
か
ら
社

会
福
祉
の
為
に
飲
料
10
ケ
ー
ス
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

広報 12月号の訂正
　広報12月号の９Ｐ、読書感想文コンクール表
彰式の記事の中で「土田　琉聖」となっておりま
したが、正しくは「土谷　琉聖」の誤りでした。
　13Ｐの社会福祉協議会愛情銀行の中で行政
区に誤りがありましたので、再掲いたします。
　訂正して深くお詫び申し上げます。

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

町のカレンダー ２０２４
1月（January） 2月（February）

15 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

16 ㈫

17 ㈬

18 ㈭

19 ㈮

20 ㈯ 子どもチャレンジ教室⑤「冬のえんべつを歩こう！」
富士見ヶ丘公園　10：00 ～

21 ㈰

22 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

23 ㈫

24 ㈬

25 ㈭

26 ㈮

27 ㈯

28 ㈰ 第１回ｅスポーツ体験交流会　マナピィ・21
マナピィ・21 図書室休館

29 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

30 ㈫

31 ㈬

1 ㈭

2 ㈮

3 ㈯
自動車運転免許更新時講習（豊富町）

13：00 ～優良
14：00～一般
15：30～違反

4 ㈰

5 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

6 ㈫ 自動車運転免許更新時講習（天塩町）
13：00 ～優良

7 ㈬

8 ㈭

9 ㈮

10 ㈯ 自動車運転免許更新時講習（遠別町）
13：00 ～優良

11 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

12 ㈪ 【建国記念の日】
マナピィ・21 図書室休館

13 ㈫ ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）

14 ㈬ 乳幼児健診（健康管理センター　診察開始 10：30 ～）

15 ㈭
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皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和5年12月28日現在）

2060
日目

　現在、天塩町の大丸写真館（高橋さん）が遠別町の写
真集を自主制作しております。そのため町内で素材とな
る写真を撮影しており、また、町
民の方の写真を撮影することもあ
るそうですので、ご理解の程よろ
しくお願いいたします。

お問い合わせ　
大丸写真館　℡01632-2-1775

　12 月 15 日、三村電機工業（代表取締役　長山　
政敏）様が地域貢献
活動として役場駐車
場外灯の補修作業を
行い、笹川町長より
感謝状が贈呈されま
した。ご厚志に感謝
いたします。

（令和5年12月25日現在）

人口

世 帯

●男   1,134人（+1）
●女   1,204人（－9）

2,338人
（－8）

1,280（－5）

ご厚志に感謝いたします。ご厚志に感謝いたします。

所得税の還付申告は

１月26日(金)から
受付を開始します。
（住民課税務係）　　

写真集を作成しています。写真集を作成しています。

歯舞群島

択捉島国後島

色丹島

「北方領土」特別啓発期間

　戦後、沖縄や奄美大島、小笠原諸島が祖国に復帰する中、北方四島は未だ復
帰が実現していません。1日でも早く北方領土の返還を実現するべく、皆様の意
思を署名を通じて反映させましょう。
　1月21日～2月20日までの啓発期間中、役場1階ロビーに署名コーナーを設置
していますのでご協力よろしくお願いします。

《ご予約・お問い合わせは・・・》　稚内ひまわり基金法律事務所　0162-24-7900
※ご予約がない場合でもご相談はお受けいたしますが、ご予約の方を優先させていただきます
ので事前にご予約の上お越しください。

無料法律相談会のお知らせ　～弁護士が無料で相談をお受けいたします～　（主催：旭川弁護士会）

■日時　令和６年１月26日（金曜日）　午後１時30分～午後３時30分（お一人様30分）
■場所　天塩郡遠別町字本町４丁目　遠別町生涯学習センター　マナピィ21
■担当弁護士　稚内ひまわり基金法律事務所　弁護士　池田　慎介（旭川弁護士会所属）
■相談例　借金問題　離婚問題　相続に関する問題　交通事故　労災　刑事事件　悪徳商法
　　　　　ご近所トラブル　賃貸借（土地・アパート・マンションなど）　その他
　相談料は無料ですので、お気軽にご利用ください。
※新型コロナウイルス感染状況によっては、開催を見送る場合がございますので、あらかじめご了承くだ
さい。開催につきましては下記にお問い合わせください。


